
雪が降ってもへっちゃら雪が降ってもへっちゃら
　４月20日、季節外れの雪に見舞
われた横手市。ぴっかぴかの１年生
は雪にも負けず元気いっぱい。
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桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
大
森
公
園

に
隣
接
す
る「
大
森
リ
ゾ

ト
村
」は

緑

豊
か
な
出
羽
丘
陵
に
広
が
る
静
か
な
保
養

地

約
10
万

の
㎡

敷
地
に
は
各
種
ス
ポ

ツ
施
設
と

レ
ク
リ
エ

シ

ン
広
場
が

一
体
と
な
り

家
族
で
ゆ

た
り
と
く
つ

ろ
ぎ

自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
楽
し
く

遊
べ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す

　

リ
ゾ

ト
村
に
は

開
閉
式
の
屋
根
付

温
水
プ

ル
と
屋
外
流
水
プ

ル

照
明

装
置
を
備
え
た
全
天
候
型
の
テ
ニ
ス
コ

ト

長
さ
50
ｍ
の
ロ

ラ

す
べ
り
台
な

ど
の
遊
具
を
備
え
た
子
ど
も
の
広
場

体

育
館

野
球
場

ス
キ

場

多
目
的
広

場

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
一
体
化

自
宅
で
温
泉
を
楽
し
め
る
温
泉
ス
タ
ン
ド

疲
れ
た
体
を
リ
フ
レ

シ

で
き
る
100
％

天
然
温
泉「
大
森
健
康
温
泉
」も
あ
り
ま
す

　

ま
た

横
手
盆
地
が
一
望
で
き
る
高
台

に
は

温
泉
付
の
宿
泊
施
設
「
休
養
セ
ン

タ

さ
く
ら
荘
」
と

冷
暖
房
完
備
の
ロ

グ
ハ
ウ
ス
風
コ
テ

ジ
が
あ
り

隣
接
す

る
バ

ベ
キ

広
場
で
は

焼
肉
と
特

産
の
大
森
ワ
イ
ン
が
楽
し
め
ま
す

　

５
月
に
な
る
と
ス
キ

場
斜
面
70

に

17
万
４
千
株
の
芝
桜
が
咲
き
誇
り

訪 ㌃
れ

る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す

　

魅
力
い

ぱ
い
の
リ
ゾ

ト
村

家
族

友
人
同
士
で
自
然
と
ふ
れ
あ
い

楽
し
く

す
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

う
か

スキー場斜面に広がる芝桜

各種スポーツ施設、レクリエーション広場、宿泊設備の充実した大森リゾート村

木のぬくもりあふれるコテージ

横手盆地を一望できる「さくら荘」

大森リゾート村
■さくら荘・コテージ・バーベキュー広場
　グラウンドゴルフ場
申込み・問合せ　さくら荘　　0182（26）2301

■体育館・テニスコート・プール・野球場
　多目的広場・スキー場
申込み・問合せ　大森体育館　　0182（26）4167

■大森健康温泉・温泉スタンド
問合せ　大森健康温泉　　0182（26）4077



子
（
増
田
地
域
局
ま
す
だ
保
育
園

保
育
士
副
主
幹
）◆
佐
藤
勝
利（
増

田
地
域
局
産
業
振
興
課
商
工
観
光

担
当
副
主
幹
）
◆
大
坂
谷
隆
（
平

鹿
地
域
局
市
民
生
活
課
税
務
担
当

副
主
幹
）◆
小
野
清
一（
雄
物
川
地

域
局
福
祉
保
健
課
長
）
◆
赤
川
進

（
大
森
地
域
局
次
長
兼
地
域
振
興

課
長
事
務
取
扱
併
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
主
幹
）◆
高
橋
梅
谷（
十

文
字
地
域
局
市
民
生
活
課
市
民
生

活
担
当
主
査
）
◆
赤
塚
勝
子
（
十

文
字
地
域
局
十
文
字
保
育
所
総
括

調
理
員
）
◆
飯
塚
英
子
（
十
文
字

地
域
局
植
田
保
育
所
保
育
士
副
主

幹
）
◆
山
田
富
子
（
十
文
字
地
域

局
睦
合
保
育
所
保
育
士
副
主
幹
）

◆
松
下
利
雄
（
大
雄
地
域
局
地
域

振
興
課
主
幹
併
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
主
幹
）
◆
齊
藤
寛
幸
（
十

文
字
地
域
局
地
域
振
興
課
地
域
振

興
担
当
主
事
補
）

◆
永
沢
正
毅
（
消
防
長
）
◆
菅
谷

嘗
一
（
次
長
）
◆
高
橋
保
夫
（
署

長
）
◆
大
坂
勝
美
（
大
森
大
雄
分

署
副
分
署
長
）
◆
小
原
貞
悦
（
山

内
分
署
警
防
係
長
）

【
県
教
育
委
員
会
へ
帰
任（　

付
）】

◆
高
橋
尚
（
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当
主
査
）

◆
菊
池
元
（
教
育
委
員
会
事
務
局

ス
ポ

ツ
振
興
課
ス
ポ

ツ
振
興

担
当
主
査
）
◆
赤
川
一
徳
（
教
育

委
員
会
事
務
局
ス
ポ

ツ
振
興
課

ス
ポ

ツ
振
興
担
当
副
主
査
）

【
平
成
18
年
４
月
12
日
付
退
職
者
】

◆
五
十
嵐
克
彦
（
増
田
地
域
局
市

民
生
活
課
国
保
年
金
担
当
副
主
査
）
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横
手
市
消
防
本
部
・
消
防
署 受

付
窓
口
が
県
か
ら
市
へ
変
わ
り
ま
し
た

市
が
行
う
県
か
ら
の
権
限
移
譲
事
務
の
お
知
ら
せ

06.5.
01

街から
あなた

へ

行政
情報
便消防・病院の

職員体制
横
手
市
消
防
本
部
・
消
防
署

市
立
横
手
病
院

市
立
大
森
病
院
で
は

「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に

今
後
も
体
制

を
強
化
し
て
い
き
ま
す

横
手
市
消
防
本
部
・
消
防
署

市
立
横
手
病
院

市
立
大
森
病
院
で
は

「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に

今
後
も
体
制

を
強
化
し
て
い
き
ま
す※紹介は課長級以上とさせ

　ていただきます。

中
山　

榮
治

加
賀
谷
長
吉

川
村　

東
吉

碇
石　

直
司

杉
村　
　

稔

佐
藤　
　

茂

東
海
林　

隆

笹
山　

隆
雄

岩
野　
　

守

小
松　

由
郎

高
橋　

幸
男

消
防
長

消
防
本
部
次
長

消
防
本
部
総
務
課
長

消
防
本
部
予
防
課
長

消
防
本
部
警
防
課
長

消
防
本
部
救
急
課
長

消
防
署
課
長

消
防
署
副
署
長

消
防
署
副
署
長

消
防
署
当
直
長

消
防
署
当
直
長

長
山
正
四
郎

丹
羽　
　

誠

吉
岡　
　

浩

船
岡　

正
人

藤
盛　

修
成

菊
谷　

昭
信

佐
々
木　

茂

高
橋　

幸
雄

小
川　
　

実

高
橋　

信
夫

藤
原　

理
吉

後
藤　

宗
一

木
村
カ
ズ
子

佐
藤
セ
ツ
子

伊
藤　

誠
子

藤
井　

洋
子

金　

美
穂
子

高
本　

和
子

高
橋
千
鶴
子

佐
藤
恵
美
子

原
田　

優
子

事
業
管
理
者
病
院
事
業
管
理
者
・
院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

事
務
局
長

事
務
局
総
務
課
長

事
務
局
医
事
課
長

医
療
安
全
管
理
室
長

診
療
科
リ
ハ
ビ
リ
テ

シ

ン
科
技
師
長

診
療
放
射
線
科
技
師
長

薬
剤
科
薬
剤
科
長

看
護
科
総
看
護
師
長

看
護
科
副
総
看
護
師
長

看
護
科
２
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
３
Ａ
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
３
Ｂ
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
４
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
手
術
室
看
護
師
長

臨
床
検
査
科
技
師
長

食
養
科
技
師
長

市
職
員
退
職
者

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

市
立
大
森
病
院

小
野　
　

剛

大
場　

雅
史

三
浦　
　

勉

奥
山　
　

厚

福
岡　

岳
美

大
極　

勇
一

小
松
富
美
子

　　

院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

事
務
局
長

看
護
科
管
理
師
長

　　

市
立
横
手
病
院

【
経
済
産
業
省
へ
帰
任（　

付
）】

◆
松
原
浩
司
（
理
事
・
産
業
支
援

担
当
）

【
平
成
18
年
３
月
31
日
付
退
職
者
】

◆
中
田
加
代
子
（
総
務
企
画
部
総

務
課
総
務
担
当
総
括
電
話
事
務
員
）

◆
高髙
橋
健
一
（
財
務
部
資
産
税
課

地
積
調
査
担
当
副
主
幹
）
◆
小
松

重
康
（
財
務
部
納
税
課
政
策
監
）

◆

橋
明
雄
（
福
祉
環
境
部
横
手

衛
生
セ
ン
タ

管
理
担
当
副
主
幹
）

◆
安
藤
千
代
雄
（
福
祉
環
境
部
通

所
授
産
施
設
総
括
業
務
員
）
◆
小

川
陽
子
（
福
祉
環
境
部
特
別
養
護

老
人
ホ

ム
憩
寿
園
介
護
士
副
主

幹
）
◆
内
山
友
子
（
福
祉
環
境
部

特
別
養
護
老
人
ホ

ム
憩
寿
園
介

護
士
主
査
）
◆
鈴
木
ハ
マ
子
（
福

祉
環
境
部
特
別
養
護
老
人
ホ

ム

憩
寿
園
総
括
調
理
員
）
◆
細
川
和

子
（
産
業
経
済
部
商
工
労
働
課
政

策
監
）
◆
村
田
悦
子
（
監
査
委
員

事
務
局
監
査
担
当
主
査
）
◆
大
石

功
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教

育
課
政
策
監
）
◆
加
藤
健
城
（
教

育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ

ツ
振
興

課
政
策
監
兼
横
手
体
育
館
長
兼
横

手
武
道
館
長
）◆
赤
川
滿（
黒
川
公

民
館
長
併
横
手
地
域
局
黒
川
出
張

所
長
併
横
手
地
域
局
交
流
促
進
施

設
オ
ア
シ
ス
館
所
長
）
◆
石
田
ノ

ブ（
醍
醐
公
民
館
副
主
幹
）◆
鈴
木

京
子
（
山
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ

所
長
兼
山
内
公
民
館
長
兼
山
内
体

育
館
長
兼
山
内
図
書
館
長
）
◆
福

井
芳
次
（
横
手
地
域
局
福
祉
保
健

課
介
護
担
当
主
幹
）
◆

野
恵
津

健康で安心して暮らせる
まちづくりをめざします

3
31／

3
15／

低体重児の届出の受理

未熟児に対する養育医
療の給付

未熟児の保護者に対す
る訪問指導

老人居宅生活支援事業
の開始の届出の受理

指定居宅サービス事業
者の指定

指定居宅介護支援事業
者の指定

農地等の権利の移動の
許可

農地転用（２ を㌶ 超え
るものを除く）の許可

農地等の賃貸借の解約
の許可

大規模小売店舗の新設
の届出の受理

工業立地に係る特定工
場の新設の届出の受理

県指定史跡名勝天然記念
物の現状変更等の許可

体重が2,500ｇ未満の乳児の出生届出を受理しま
す。（市報よこて３月15日号10 参照）

福祉環境部保健衛
生課（大雄庁舎内）
　35－2185

福祉環境部保健衛
生課（大雄庁舎内）
　35－2185

福祉環境部保健衛
生課（大雄庁舎内）
　35－2185

福祉事務所高齢ふ
れあい課（大森庁
舎内）　26－2114

福祉事務所高齢ふ
れあい課（大森庁
舎内）　26－2114

福祉事務所高齢ふ
れあい課（大森庁
舎内）　26－2114

農業委員会（平鹿
庁舎内）
　35－2172

農業委員会（平鹿
庁舎内）
　35－2172

農業委員会（平鹿
庁舎内）
　35－2172

産業経済部商工労
働課（増田庁舎内）
　45－5516

産業経済部商工労
働課（増田庁舎内）
　45－5516

教育委員会文化財
保護課（旧蛭野小
学校内）
　24－3480

養育のため病院等に入院することを必要とする
未熟児に対し、養育に必要な医療の給付に関す
る事務を行います。（市報よこて３月15日号10
参㌻

㌻

照）

未熟児の保護者を訪問し、必要な指導を行いま
す。

老人居宅生活支援事業の開始、変更、休止の届
出の受理、老人デイサービスセンター等の設置、
廃止等の届出の受理に関する事務を行います。

指定申請を予定している居宅サービス事業者へ
の事前指導、申請の受理、指定の可否などの事
務を行います。

指定申請を予定している居宅介護支援事業者へ
の事前指導、申請の受理、指定の可否などの事
務を行います。

農地または採草放牧地について、所有権移転等
の権利を取得する場合の許可を行います。

２ 以㌶ 下の農地を農地以外のものにする場合の
許可を行います。

農地または採草放牧地について、賃貸借の解除、
解約の申し入れ等の許可を行います。

大規模小売店舗（店舗面積1,000 超㎡

㎡
㎡

）の新設や
変更を行う設置者からの届出の受理、届出内容
の公告、縦覧などの事務を行います。

特定工場（敷地面積9,000 以上、または建築面積
の合計が3,000 以上の製造業等の工場・事業所）
の新設や変更を行う事業者からの届出の受理。

県が指定する史跡名勝天然記念物の軽微な現状
変更等についての許可及び報告を行います。

移譲対象事務 事務の内容 問合せ先区　　分

　地方分権が進む中、国や県、市町村が対等な立場で協力しながら、それ
ぞれの役割を果たしていく関係に変わろうとしています。地方自治体が個
性的で質の高いサービスを提供するためには、これまで国や県が行ってい
た事務の権限を各自治体が譲り受け、地域の実態に合わせて、それぞれの
判断と責任のもとで運営していく必要があります。
　横手市では４月以降、以下の事務について秋田県からの移譲を受け、対
応する窓口が県の機関から市の機関へ移っていますので、その概要につい
てお知らせします。

　地方分権が進む中、国や県、市町村が対等な立場で協力しながら、それ
ぞれの役割を果たしていく関係に変わろうとしています。地方自治体が個
性的で質の高いサービスを提供するためには、これまで国や県が行ってい
た事務の権限を各自治体が譲り受け、地域の実態に合わせて、それぞれの
判断と責任のもとで運営していく必要があります。
　横手市では４月以降、以下の事務について秋田県からの移譲を受け、対
応する窓口が県の機関から市の機関へ移っていますので、その概要につい
てお知らせします。

及び各地域局健康づくり担当
福 祉

子 育 て

長寿社会

農林水産

商 工 業

まちづくり

（平成18年10月１日から）
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横手市議会５月臨時会開催のお知らせ
議会を傍聴してみませんか

　傍聴を希望される方は、横手庁舎７階の傍聴席に直接
お越しください。なお、団体での傍聴を希望される場合
は事前に議会事務局までご連絡ください。
■期　日　５月９日（火）【本会議】
■時　間　午前10時から
■場　所　横手庁舎６階議場（傍聴席は７階）
■問合せ　市議会事務局（横手庁舎６階）
　　　　　　32-2535

新
団
体
を
設
立

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
・
体
育
協
会
・
ス
ポ

ツ
少
年
団

横手市雄物川町大沢診療所

横手市山内診療所

横手市増田町狙半内診療所

横手市山内三又診療所

横手市大森町坂部診療所
■所 在 地　増田町増田字中町95番地
■開 業 日　毎週水曜日
■診療時間　午後２時～３時30分
■診療科目　耳鼻咽喉科

■所 在 地　雄物川町今宿字末館57番地
■開 業 日　毎週水曜日
■診療時間　午後２時30分～３時30分
■診療科目　整形外科

横手市増田町診療所

耳鼻咽喉科

整形外科
内 科

耳鼻咽喉科

整形外科
内 科

ご存知ですか あなたのまちのお医者さん
市営診療所のご案内

横手市雄物川町
　　　　えがおの丘診療所

■所 在 地　増田町狙半内字中村146番地の２
■開 業 日　毎月第３火曜日
■診療時間　午後１時30分～２時
■診療科目　内科

■所 在 地　大森町坂部字開112番地の３
■開 業 日　毎月１回火曜日
　　　　　　（月によって異なります）
■診療時間　午後１時～３時
■診療科目　内科

■所 在 地　山内平野沢字相野々３番地１
■開 業 日　毎週月曜日～金曜日
■診療時間　午前8時30分～正午、午後2時～5時30分
（第１・３・５月曜日と木曜日。その他は午前のみ）
■診療科目　内科

■所 在 地　山内三又字甲下村77番地
■開 業 日　毎週火曜日
■診療時間　午後１時30分～４時30分
■診療科目　内科

■所 在 地　雄物川町大沢字大沢182番地
■開 業 日　毎月第２・第４月曜日
■診療時間　午後１時30分～３時
■診療科目　内科つらい花粉症の季節。

気軽に受診してみては
いかがでしょうか。

高齢の方や車を運転で
きない方など、「病院
に行くのが大変」とい
う方も受診できます。

税金 個人市民税が変わります
平成18年度

　税制改正により、平成18年度の個人市民税が次のよう
に変わります。
●次の方は平成18年度市県民税がかかりません
　　㈰平成17年中の合計所得金額が28万円以下の方。
　　　ただし、扶養者がいる場合は、本人所得金額が　
　　　「28万円に扶養人数を乗じて得た額に16万８千円
　　　を加算した額」以下のとき。
　　㈪障害者、未成年者、寡婦等の方については、合計
　　　所得金額が125万円以下の場合。
●老年者控除の廃止
　　65歳以上の方の老年者控除額48万円がなくなります。
●人的控除非課税の範囲の見直し
　　65歳以上の方について、合計所得金額125万円以下の
　　場合非課税としていたものが段階的に廃止されます。
●生計同一の妻に対する均等割非課税の完全廃止
　　同一生計の妻に対する均等割については、全額課税
　　になり、市民税3,000円、県民税1,000円となります。
●定率減税の半減
　　所得割額の7.5％とし、上限２万円となります。
●公的年金等控除額の引き下げ
　　65歳以上の方についての公的年金等控除額が引き下
　　げられます。
◆所得証明書発行は６月12日から
　　平成18年度所得証明書（平成17年分）が発行できる
　のは、６月12日からとなります。奨学金出願、公営住
　宅入居、幼稚園就園奨励費、扶養の申請など、使用目
　的をご確認のうえ申請してください。なお、本人の身
　分確認のため、免許証、健康保険証等の公的証明書類
　をお持ちください。
■問合せ　市財務部市民税課市民税担当（横手庁舎内）
　　　　　　32-2510
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さるはんない

　市では、市民の皆さんの健康を保持・増進することを目的として、医療法に基づいた市営
診療所を市内７か所に設置しています。診療所では、病院から派遣された医師が定期
的な診察を行っており、病院のない地域でも診察を受けることができます。診
察内容、開業日等は診療所により異なりますので、詳しくは、それぞれの
診療所のある地域の地域局福祉保健課にお問い合わせください。
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opicsT 東西南北東西南北
ニュース題題話話のの域域地地

一本の糸で風と対話
■第19回横手凧あげ大会（横手）
　４月９日、グリーンスタジアムよこて駐車場で横手凧の
会主催による凧あげ大会が開催され、子どもから大人まで
約140人が参加して技や美しさを競いました。
　「自然との対話　風と遊ぼう」をテーマとした今大会に
は、東北６県をはじめ、遠くは茨城県や新潟県などからも
愛好家の皆さんが多数訪れました。中には回転する凧や音
の鳴る凧など、その地域ならではの特徴ある凧も多く、凧
あげにふさわしい風が吹いたこの日の空は、色鮮やかな無
数の凧で飾られました。

風に乗る凧を操る参加者

なつメロでみんな活き活き
■「活き活き学園」なつメロ教室（大森）
　生きがいと健康作りを目的に、南部シルバーエリアで開
催されている「活き活き学園（全20教室）」。その中で最も
人気のある「なつメロ教室」が４月20日に行われました。
　同教室では、懐かしいメロディーで昔の思い出を共有し、
みんなで歌い踊って元気になろうと「なつメロと踊りの会」
の会員が昭和初期の曲を中心に歌と踊りを披露。参加者全
員で歌ったり踊ったりして交流します。平成４年から毎月
第３木曜日に開催され、参加は自由とあって毎回地域の方
や施設に入居している方など100人以上が参加しています。

なつメロにあわせてみんなで楽しく踊りました

福祉活動の一助に
■社会福祉舞踊チャリティー発表会（雄物川）
　舞踊をとおして社会福祉意識の高揚を図るとともに、収
益金の一部を社会福祉協議会へ寄付し、地域福祉活動に役
立ててもらおうと４月９日、雄物川コミュニティセンター
で社会福祉舞踊チャリティー発表会が行われました。
　発表会は雄物川町舞踊愛好会（真田廣志会長）の主催で
毎年開催さているもので、今年で18回目。会場には500人の
観衆が詰め掛け、次々と披露される玄人はだしの歌や踊り
に、盛んな声援が送られていました。チャリティーの収益
金８万円は社会福祉協議会に贈られました。

舞踊愛好会の会員が次々に歌や踊りを披露しました

交通事故ゼロを目指して
■春の全国交通安全運動（十文字）
　４月13日、増田地区交通安全協会三重支部の代表者５人が、
十文字交番前にてドライバーへの安全運転の呼びかけを行い
ました。
　この運動は、増加している子どもと高齢者の事故防止やド
ライバーへの安全運転の意識付けを行うために５年前から始
めたもの。支部の皆さんは通りかかったドライバーへ交通安
全のチラシと眠気覚ましのガムなどの入った袋50枚を配り、
笑顔で「交通ルールを守りましょう」と交通安全の大切さを
呼びかけていました。

ドライバーに安全運転を呼びかけました

事故を未然に防ぐために
■阿気地区カーブミラー清掃（大雄）
　４月９日、横手地区交通安全協会阿気支部女性部10人が、
阿気地区内約90基のカーブミラーの清掃を行いました。　
　これは春の全国交通安全運動期間中の事業の一環として行
ったもので、日ごろ安全確認でお世話になっているカーブミ
ラーに感謝を込めて清掃。２時間ほどの作業時間をかけてす
べてを磨き終え、「こうした運動の積み重ねで事故を未然に
防いでいけたらいいですね」と、身近なことからできる交通
安全運動を続けて交通事故のない市を目指そうと、誓いを新
たにしていました。　

交通安全を願いカーブミラーを磨く阿気支部女性部の皆さん

化粧直しできれいに
■塗装業組合がボランティア作業（平鹿）
　４月21日、横手市塗装業組合（加藤礼悦組合長、21社）に
よる塗装ボランティアによって、浅舞公園の東屋がきれい
になりました。この塗装ボランティアは、昭和63年から年
１回、同組合が市内各地域を持ち回りで行っている事業で、
毎年桜の開花前に実施されているものです。この日は、組
合に加盟する塗装業者のうち19社が参加。加藤組合長は、
「このボランティアをとおして地域に貢献するとともに、
私たちの仕事にも理解を深めてほしい。施設を利用する皆
さんに喜んでもらえたらうれしい」と話していました。

手慣れた作業によりあっという間にきれいになる東屋

「はじめまして」親子で元気に自己紹介

交流をとおし子育てを楽しもう
■「ひよこルーム・はじめましての会」（増田）
　４月13日、ますだ保育園において「ひよこルーム・はじ
めましての会」が開かれ、保育園入園前の親子ら約40人が
参加しました。
　これは、同じ年頃の子どもを持つ仲間が集い、日ごろ抱
えている子育ての不安や悩みなどを相談しながら、子育て
を楽しむ環境づくりを目的に開かれているもの。参加した
子どもたちは、初めて会う友達に興味津々の様子で、おも
ちゃで遊んだり、お母さんと絵本を読んだりしながら楽し
い時間を過ごしていました。

美しい水環境を目指して
■３ロータリークラブが鮭の稚魚を放流（山内）
　４月16日、南郷地区の横手川において、横手地区の３つ
のロータリークラブ（横手、横手東、横手南）合同による鮭
の稚魚放流事業が行われました。
　これは、水資源と環境を守るとともに、その意識を子ど
もたちにも育んでもらうことを目的に初めて開催されたも
ので、約100人の参加者の皆さんは、５～６センチほどに育
った稚魚２万匹を放流しました。横手川漁業協同組合の谷
口貞三組合長によると、放流した鮭が遡上してくるのは４
年後。その数は約0.4％、80匹ほどと見込まれるそうです。

元気に帰ってきてねと願いを込めて放流しました
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　介護保険施設入所や、ショートステイなどの施設を
利用する際、１割の介護サービス費用とは別に、食費
と居住費（滞在費）がかかります。この食費と居住費
は全額自己負担ですが、所得の低い人には負担が重く
ならないよう軽減策が設けられており、軽減を受ける
ためには申請が必要です。
　また、既に軽減を受けている方がお持ちの「介護保
険負担限度額認定証」（きみどり色）の有効期限が平
成18年６月30日までとなっております。引き続き軽減
を受けるためには再度申請が必要ですので、ご注意下
さい。

　本人および世帯全員が住民税非課税の方

　各地域局福祉保健課窓口
　（申請書は窓口に用意し
　ています）
※詳しくは、本庁福祉事務
所高齢ふれあい課（　２６
－２１１４）または各地域
局福祉保健課介護担当まで
お問い合わせください。

9

18年度の国民年金保険
料は月額13,860円です

介護保険の軽減を受け
るには申請が必要です

固定資産税の「課税明細
書」をお届けします

大森墓園を分譲します 介
護

年
金

環
境

税
金

　５月中旬に、固定資産税の「課税明細書」と「納税
通知書」をお届けします。
　今年度の固定資産税は、市町村合併などにより大き
く変わりました。固定資産税の納期が、１期から５期
までの５回になり、５期の納期限日は、来年の１月31

日になりましたのでご注意ください。
　また、今年度は、３年に１度の固定資産の評価替え
や地方税法の改正による税負担の調整措置の変更など
により、土地と家屋の価格が変わりますので、お届け
する課税明細書で、固定資産の内容や納期などについ
てご確認ください。
　登記されている家屋を取り壊したときは、法務局で
「滅失登記」の手続きをしてください。
　未登記家屋を取り壊したときや滅失登記ができない
ときは、資産税課に「家屋滅失届」を提出してくださ
い。建物の税金は、取り壊しを確認した翌年からかか
らなくなりますので、手続きを忘れないようご注意く
ださい。
　固定資産税の納付には、便利で確実な口座振替のご
利用をおすすめします。
　詳しくは、本庁財務部資産税課資産税担当（　３２
－２７６７）または各地域局市民生活課税務担当まで
お問い合わせください。

くらしの情報
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国体を盛り上げたい
■増田婦人会がパッチワークを作成（増田）
　４月11日、増田婦人会（鶴飼美和子会長・会員24人）が
平成19年度に県内で開催される第62回国民体育大会を盛り
上げようと、国体のマスコットである「スギッチ」の壁掛
けをパッチワークで作成しました。
　この壁掛けは競技ごとに個人で作成した部分を持ち寄り、
みんなで組み合わせたもの。色のバランスや細かい部分ま
で再現と、競技の配置などに苦労したそうです。
　同会では、いろんな会場に飾って、国体を盛り上げでも
らいたいと話していました。

秋田スカイフェスタ

横手市増田まんが美術館　春の特別企画展「釣りキチ三平展」
◆期　日　　４月29日（土）～５月７日（日）
　　　　　　（期間中、休館日はありません）
◆時　間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
◆入場料　　小学生以上300円
◆内　容　　普段展示していない釣りキチ三平の原画を中心に
　　　　　　した特別展示
◆問合せ　　増田生涯学習センター（ふれあいプラザ内）
　　　　　　　0182-45-5556

【大森リゾート村芝桜フェスタ】
◆期　日　５月６日（土）～５月21日（日）
◆時　間　午前９時より開園
◆入場料　無料
　※芝桜環境整備費（除草等）として、一人200円のご協力を
　　お願いします。ご協力いただいた方には、芝桜をデザイ
　　ンしたポストカードを贈呈します。
◆内　容　・芝桜写真コンテスト（５月６日～31日まで）
　　　　　・テント村・屋台設置（５月13日、14日）
　　　　　・大森ワインの試飲（５月13日、14日）
　　　　　・芝桜フェスタ記念グラウンドゴルフ男女ペア
　　　　　　マッチ（５月13日９：30スタート）
　　　　　・ポニー荷馬車運行（５月13日、14日）
◆問合せ　大森地域局産業振興課
　　　　　　0182-26-2117

◆期　日　５月３日（水）～５月５日（金）
◆場　所　【メイン会場】横手市教育センター広場（旧蛭野小学校）
　　　　　【大会本部】平鹿農村学習体験施設（アイリスハウス）
◆時　間　３日間とも午前６時からフリーフライト開始
◆入場料　無料
◆内　容　・東北、関東から約30機の熱気球が参加します
　　　　　・５月３日、午後７時からバルーングロー（夜
　　　　　　に熱気球を係留。色とりどりの熱気球が提灯
　　　　　　のように見え、幻想的です）が行われます。
　　　　　・天候により変更、中止になる場合があります。
◆問合せ　平鹿生涯学習センター（浅舞公民館）
　　　　　　0182-24-1340

５月のイベント案内

国体を盛り上げようと、心を込めてつくりました

黒川を鮭のふるさとに
■第10回黒川地区さけの稚魚放流（横手）
　「黒川にさけを呼ぶ会」主催による鮭の稚魚放流が４月
９日、横手西中学校裏の横手川「川立ちの里」で行われ、
黒川地区の皆さんをはじめ、約150人が参加ました。
　今回で10回目を迎えたこの取り組み。はじめに、同会会
長の伊藤昭五さんが「鮭の遡上数は年々増えています。皆
さんで川をきれいにしましょう」とあいさつした後、約２
万５千匹の稚魚を一斉に放流しました。大きくなった鮭が
遡上するまでに約４年。これまで放流した鮭の姿は、10月
から冬にかけて、川立ちの里で見ることができます。

鮭が戻ってくる４年後、子どもたちの成長も楽しみです

　国民年金に加入されている方々の保険料は、平成18

年４月から平成19年３月まで、月額13,860円となって
います。
　昨年度より月額280円の引き上げとなっていますが、
これは年金を支える力と給付のバランスをとるための
ものであり、その納付は将来の給付につながる大切な
義務です。

　保険料を未納のままにしておくと、将来の年金額が
少なくなるばかりか、万一のときの障害基礎年金や遺
族基礎年金が受けられなくなる場合もありますので、
収め忘れなどのないようにしましょう。
　また、前年所得の減少や失業などで、経済的に納付
が困難な場合には「免除制度」、
学生の場合には保険料が猶予さ
れる「学生納付特例制度」など
がありますのでご相談のうえ、
ご利用下さい。
　詳しくは、本庁福祉環境部国
保年金課（　３５－２１８６）
または各地域局市民生活課年金
担当までお問い合わせください。

●納め忘れのないように！

【軽減の対象となる方】

【申請場所】

　平成17年度に横手市大森町に整備した大森墓園を分
譲します。墓園は、パターゴルフやゲートボールがで
きる運動広場に隣接し、鳥海山を望める丘陵地に立地
しています。墓園の規模や分譲方法は次のとおりです。
位　　置　　横手市大森町上溝字白山下16番地11

　　　　　　（旧大農大森分校跡地）
規　　模　　墓園総面積　3,000

　　　　　　158区画（１区画４㎡
㎡
）

　　　　　　※自由墓地と規制墓地の区割り有り
使用料等　　永代使用料　160,000円
　　　　　　管理手数料　年間2,000円
条　　件　　横手市に現住所か本籍を有すること
申込日程　　申込期間　５月15日～６月９日
　　　　　　抽 選 会　６月14日（水）午前10時
※申込み方法や区画
の決定方法など詳細
については、本庁福
祉環境部環境課環境
施設担当（　３５－
２１８４）または大
森地域局市民生活課
環境防災担当（　２
６－２１１５）まで
お問い合せください。
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　介護保険施設入所や、ショートステイなどの施設を
利用する際、１割の介護サービス費用とは別に、食費
と居住費（滞在費）がかかります。この食費と居住費
は全額自己負担ですが、所得の低い人には負担が重く
ならないよう軽減策が設けられており、軽減を受ける
ためには申請が必要です。
　また、既に軽減を受けている方がお持ちの「介護保
険負担限度額認定証」（きみどり色）の有効期限が平
成18年６月30日までとなっております。引き続き軽減
を受けるためには再度申請が必要ですので、ご注意下
さい。

　本人および世帯全員が住民税非課税の方

　各地域局福祉保健課窓口
　（申請書は窓口に用意し
　ています）
※詳しくは、本庁福祉事務
所高齢ふれあい課（　２６
－２１１４）または各地域
局福祉保健課介護担当まで
お問い合わせください。

9

18年度の国民年金保険
料は月額13,860円です

介護保険の軽減を受け
るには申請が必要です

固定資産税の「課税明細
書」をお届けします

大森墓園を分譲します 介
護

年
金

環
境

税
金

　５月中旬に、固定資産税の「課税明細書」と「納税
通知書」をお届けします。
　今年度の固定資産税は、市町村合併などにより大き
く変わりました。固定資産税の納期が、１期から５期
までの５回になり、５期の納期限日は、来年の１月31

日になりましたのでご注意ください。
　また、今年度は、３年に１度の固定資産の評価替え
や地方税法の改正による税負担の調整措置の変更など
により、土地と家屋の価格が変わりますので、お届け
する課税明細書で、固定資産の内容や納期などについ
てご確認ください。
　登記されている家屋を取り壊したときは、法務局で
「滅失登記」の手続きをしてください。
　未登記家屋を取り壊したときや滅失登記ができない
ときは、資産税課に「家屋滅失届」を提出してくださ
い。建物の税金は、取り壊しを確認した翌年からかか
らなくなりますので、手続きを忘れないようご注意く
ださい。
　固定資産税の納付には、便利で確実な口座振替のご
利用をおすすめします。
　詳しくは、本庁財務部資産税課資産税担当（　３２
－２７６７）または各地域局市民生活課税務担当まで
お問い合わせください。

くらしの情報
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国体を盛り上げたい
■増田婦人会がパッチワークを作成（増田）
　４月11日、増田婦人会（鶴飼美和子会長・会員24人）が
平成19年度に県内で開催される第62回国民体育大会を盛り
上げようと、国体のマスコットである「スギッチ」の壁掛
けをパッチワークで作成しました。
　この壁掛けは競技ごとに個人で作成した部分を持ち寄り、
みんなで組み合わせたもの。色のバランスや細かい部分ま
で再現と、競技の配置などに苦労したそうです。
　同会では、いろんな会場に飾って、国体を盛り上げでも
らいたいと話していました。

秋田スカイフェスタ

横手市増田まんが美術館　春の特別企画展「釣りキチ三平展」
◆期　日　　４月29日（土）～５月７日（日）
　　　　　　（期間中、休館日はありません）
◆時　間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
◆入場料　　小学生以上300円
◆内　容　　普段展示していない釣りキチ三平の原画を中心に
　　　　　　した特別展示
◆問合せ　　増田生涯学習センター（ふれあいプラザ内）
　　　　　　　0182-45-5556

【大森リゾート村芝桜フェスタ】
◆期　日　５月６日（土）～５月21日（日）
◆時　間　午前９時より開園
◆入場料　無料
　※芝桜環境整備費（除草等）として、一人200円のご協力を
　　お願いします。ご協力いただいた方には、芝桜をデザイ
　　ンしたポストカードを贈呈します。
◆内　容　・芝桜写真コンテスト（５月６日～31日まで）
　　　　　・テント村・屋台設置（５月13日、14日）
　　　　　・大森ワインの試飲（５月13日、14日）
　　　　　・芝桜フェスタ記念グラウンドゴルフ男女ペア
　　　　　　マッチ（５月13日９：30スタート）
　　　　　・ポニー荷馬車運行（５月13日、14日）
◆問合せ　大森地域局産業振興課
　　　　　　0182-26-2117

◆期　日　５月３日（水）～５月５日（金）
◆場　所　【メイン会場】横手市教育センター広場（旧蛭野小学校）
　　　　　【大会本部】平鹿農村学習体験施設（アイリスハウス）
◆時　間　３日間とも午前６時からフリーフライト開始
◆入場料　無料
◆内　容　・東北、関東から約30機の熱気球が参加します
　　　　　・５月３日、午後７時からバルーングロー（夜
　　　　　　に熱気球を係留。色とりどりの熱気球が提灯
　　　　　　のように見え、幻想的です）が行われます。
　　　　　・天候により変更、中止になる場合があります。
◆問合せ　平鹿生涯学習センター（浅舞公民館）
　　　　　　0182-24-1340

５月のイベント案内

国体を盛り上げようと、心を込めてつくりました

黒川を鮭のふるさとに
■第10回黒川地区さけの稚魚放流（横手）
　「黒川にさけを呼ぶ会」主催による鮭の稚魚放流が４月
９日、横手西中学校裏の横手川「川立ちの里」で行われ、
黒川地区の皆さんをはじめ、約150人が参加ました。
　今回で10回目を迎えたこの取り組み。はじめに、同会会
長の伊藤昭五さんが「鮭の遡上数は年々増えています。皆
さんで川をきれいにしましょう」とあいさつした後、約２
万５千匹の稚魚を一斉に放流しました。大きくなった鮭が
遡上するまでに約４年。これまで放流した鮭の姿は、10月
から冬にかけて、川立ちの里で見ることができます。

鮭が戻ってくる４年後、子どもたちの成長も楽しみです

　国民年金に加入されている方々の保険料は、平成18

年４月から平成19年３月まで、月額13,860円となって
います。
　昨年度より月額280円の引き上げとなっていますが、
これは年金を支える力と給付のバランスをとるための
ものであり、その納付は将来の給付につながる大切な
義務です。

　保険料を未納のままにしておくと、将来の年金額が
少なくなるばかりか、万一のときの障害基礎年金や遺
族基礎年金が受けられなくなる場合もありますので、
収め忘れなどのないようにしましょう。
　また、前年所得の減少や失業などで、経済的に納付
が困難な場合には「免除制度」、
学生の場合には保険料が猶予さ
れる「学生納付特例制度」など
がありますのでご相談のうえ、
ご利用下さい。
　詳しくは、本庁福祉環境部国
保年金課（　３５－２１８６）
または各地域局市民生活課年金
担当までお問い合わせください。

●納め忘れのないように！

【軽減の対象となる方】

【申請場所】

　平成17年度に横手市大森町に整備した大森墓園を分
譲します。墓園は、パターゴルフやゲートボールがで
きる運動広場に隣接し、鳥海山を望める丘陵地に立地
しています。墓園の規模や分譲方法は次のとおりです。
位　　置　　横手市大森町上溝字白山下16番地11

　　　　　　（旧大農大森分校跡地）
規　　模　　墓園総面積　3,000

　　　　　　158区画（１区画４㎡
㎡
）

　　　　　　※自由墓地と規制墓地の区割り有り
使用料等　　永代使用料　160,000円
　　　　　　管理手数料　年間2,000円
条　　件　　横手市に現住所か本籍を有すること
申込日程　　申込期間　５月15日～６月９日
　　　　　　抽 選 会　６月14日（水）午前10時
※申込み方法や区画
の決定方法など詳細
については、本庁福
祉環境部環境課環境
施設担当（　３５－
２１８４）または大
森地域局市民生活課
環境防災担当（　２
６－２１１５）まで
お問い合せください。



◆今月の記者
　増田小学校６年
　佐々木広太さん（左）
　後藤亜沙美さん（右）

Yokote City Public Relations 2006.5.1 10Yokote City Public Relations 2006.5.111

それ行け！ミニ広報マン

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　

今
年
１
月
に
結
婚
50
年
を
迎
え
ら

れ
た
山
本
さ
ん
ご
夫
妻

お
２
人
は

昭
和
30
年
５
月
に
お
見
合
い
し

同

年
の
11
月
に
結
婚

お
見
合
い
の
日

に
ア
ヤ
子
さ
ん
の
家
を
訪
れ
た
利
一

さ
ん
が

畑
で
懸
命
に
働
く
ア
ヤ
子

さ
ん
の
姿
を
見
て
結
婚
を
決
意
し
た

そ
う
で
す

　

10
人
兄
弟
の
長
男
と
い
う
利
一
さ

ん
の
元
に
嫁
い
だ
ア
ヤ
子
さ
ん

当

時
を
振
り
返

て
「
末

子
と
は
親

子
ほ
ど
の
年
齢
差
で
し
た
が

そ
れ

が
か
え

て
良
か

た
の
で
し

う

す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
大
家
族
の
一
員

に
な
れ
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す

　

還
暦
に
な
る
ま
で
農
業
に
従
事
し

冬
は
共
に
出
稼
ぎ
に
と

常
に
２
人

で
の
仕
事
が
多
か

た
ご
夫
妻
「
今

は
趣
味
の
旅
行
と
孫
の
世
話
を
す
る

の
が
何
よ
り
も
楽
し
い
」
と
の
こ
と

特
に

大
好
き
な
旅
行
で
は
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
を
旅
し
て
い
る

そ
う
で

「
２
人
の
会
話
が
楽
し
い

の
で

旅
行
に
は
必
ず
一
緒
に
出
か

け
ま
す

今
ま
で
苦
労
を
か
け
た
分

そ
れ
以
上
の
楽
し
み
を
味
あ
わ
せ
て

あ
げ
た
い
」
と
ア
ヤ
子
さ
ん
を
気
遣

う
利
一
さ
ん

　

お
互
い
に
「
相
手
に
は
自
分
よ
り

も
長
生
き
し
て
欲
し
い
」
と
目
を
合

わ
せ
微
笑
む
お
二
人
の
仲
の
良
さ
を

垣
間
見
せ
て
い
た
だ
い
た
ひ
と
と
き

で
し
た

山本　利一さん（76歳）

　　アヤ子さん（72歳）

（十文字）

（雄物川）

石橋沙那恵さん
（19歳・Ｂ型・さそり座）

　４世代７人家族の佐々木さん
ご一家。今年めでたく百歳を迎
えた龍治さんは大好きな花を道
端に植え、地域の美化活動に尽
力されている地元の有名人です。
息子の千代治さんは農業とスー
パーの仕事もこなす頑張り屋。
家庭菜園で家族の家計を支える

妻のキミさん。農業に会社の仕
事にと忙しい日々を送る千代美
さん。保育士の明美さん。元気
な２人のひ孫に囲まれて、「長
生きの秘訣は元気な家族があっ
てこそ」と話す龍治さん。高齢
の龍治さんを暖かく労わる皆さ
んの雰囲気が伝わるご一家です。

長寿の秘訣は
家族の元気 （大雄）佐々木さんご一家

（後列左から）

佐々木千代治さん（70歳）
佐々木キミさん（69歳）
佐々木明美さん（34歳）
佐々木千代美さん（39歳）
（前列左から）

佐々木大哉さん（5歳）
佐々木龍治さん（100歳）
佐々木美妃さん（7歳）

かがやきかがやき

☆自分の性格は？
　人見知りで、結構マイペ
ースです。
☆やってみたいことは？
　中学と高校でやっていた
吹奏楽をやりたい。パート
はパーカッションでした。
☆今後の目標は？
　今以上にお客様に喜んで
もらえるよう頑張ります。

「眼下に雄物川と横手盆地
を一望できる雄川荘に、ぜ
ひ一度お出でください」と
明るく宣伝してくれました。

　高校を卒業後、昨年４月のオープンと同時に「交
流センター雄川荘」でサービススタッフとして勤務
している沙那恵さん。アットホームな雰囲気の施設
で、明るく笑顔いっぱいの接客がとても好評です。

りやま もと いち

えなさ

共に歩んで50年 交差点
増
田
小
学
校（
増
田
）

新
一
年
生
も
加
わ
り

元
気
に
が
ん
ば

て
い
ま
す

　

今

増
田
小
学
校
で
は
２
つ
の
こ
と
に
向
か

て
が

ん
ば

て
い
ま
す

ま
ず
１
つ
め
は
「
１
年
生
よ
う
こ

そ
集
会｣

の
開
さ
い
で
す

２
年
生
以
上
の
人
た
ち
は

１
年
生
に
楽
し
く
勉
強
す
る
こ
と
や
み
ん
な
で
協
力
し

て
遊
ぶ
こ
と
を
教
え
た
い
と
思

て
い
ま
す

そ
こ
で

「
１
年
生
よ
う
こ
そ
集
会
」
で
は

２
年
生
以
上
の
各

学
年
の
人
た
ち
が
音
読

け
ん
ば
ん
ハ

モ
ニ
カ
の
演

奏

な
わ
跳
び
・
竹
馬
・
跳
び
箱
・
一
輪
車
の
演
技
を

ひ
ろ
う
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

練
習
を
し
て

上

手
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

て

い
ま
す

１
年
生
が
「
や

て
み
た
い
」
「
が
ん
ば
ろ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な

て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す

　

４
月
30
日
の
運
動
会
に
向
け
て
も
が
ん
ば

て
い
ま

す

「
み
ど
り
の
活
動
」
と
い
う
縦
わ
り
活
動
で
は

６
つ
の
組
に
分
か
れ
て
運
動
会
の
応
援
練
習
が
行
わ
れ

て
い
ま
す

応
援
歌
や
エ

ル
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
組

で
様
々
な
工
夫
を
し
た
応
援
練
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

み
ど
り
の
活
動
の
時
間
は

学
校
中
が
応
援
の
声
で
に
ぎ

や
か
に
な
り
ま
す

徒
競
走

リ
レ

綱
引
き
な
ど
も
競

い
合
い
ま
す

私
た
ち
６
年

生
に
と

て

今
年
の
運
動

会
は
最
後
の
運
動
会
な
の
で

自
分
た
ち
に
と

て
も
下
学

年
の
人
た
ち
に
と

て
も

よ
い
思
い
出
に
な
る
よ
う
に

し
た
い
と
思

て
い
ま
す

増
田
小
学
校
の
運
動
会
を
ぜ

ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い

育児サークル（山内）

クレヨンクラブ

サ

ク
ル
紹
介

　

ク
レ
ヨ
ン
ク
ラ
ブ
は

毎
週
水
曜
日

に
ニ

タ
ウ
ン
い
わ
せ
「
ふ
れ
あ
い

館
」
に
親
子
で
集
ま
り

読
み
聞
か
せ

や
リ
ト
ミ

ク
体
操

工
作
な
ど
の
活

動
を
し
な
が
ら

交
流
を
深
め
て
い
る

育
児
サ

ク
ル
で
す

　

結
成
は
平
成
11
年
「
就
園
前
の
子
ど

も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い

情
報
交
換
で
き

る
場
を
作
り
た
い
」
と

有
志
の
お
母

さ
ん
達
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

自

分
た
ち
の
力
で
企
画
・
運
営
し
て
き
た

元
気
あ
ふ
れ
る
グ
ル

プ
で
す

こ
れ

ま
で

山
内
地
域
は
も
ち
ろ
ん

市
内

外
か
ら
も
参
加
者
が
訪
れ
る
な
ど

活

動
の
輪
が
広
が

て
お
り

参
加
者
か

ら
も
「
新
し
い
友
達
が
で
き

先
輩
お

母
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
好
評
で
す

　

会
員
登
録
の
必
要
は
な
く

気
軽
に

参
加
で
き
る
の
も
特
徴
で
す

皆
さ
ん

も
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
出
か
け
し
て

み
ま
せ
ん
か

◆
問
合
せ 

山
内
公
民
館　

５
３-

２
１

８
７
ま
た
は
会
長
・
沢
田
麻
紀
さ
ん　

５
３-

３
６
９
５

ち よ じ

ち よ み

だいや

いた

りゅうじ

みなみ



　

心
身
の
発
達
に
障
害
が
あ

て
歩

行
が
困
難
な
方
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
に
は

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
規
定
等
級
以

上
）
を
所
持
し
て
い
る
方
は

軽
自

動
車
税
の
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

　

た
だ
し

自
動
車
税
と
軽
自
動
車

税
の
減
免
申
請
は

合
わ
せ
て
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い

■
必
要
書
類　

軽
自
動
車
税
の
納
税    

  

通
知
書

運
転
免
許
証
（
運
転
者         

  

の
も
の
）

該
当
す
る
車
両
の
車

　

検
証

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
養

　

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　

帳
な
ど
の
証
明
書

印
鑑

■
申
請
期
限　

５
月
24
日（
水
）

■
問
合
せ　

市
財
務
部
市
民
税
課
諸

　

税
担
当　

３
２
―
２
５
１
０

　

横
手
地
域
局
産
業
振
興
課
商
工
関

係
窓
口
（
消
費
生
活
相
談

出
稼
ぎ

相
談

県
南
工
業
振
興
会

勤
労
者

互
助
会
等
）
が

横
手
地
域
局
３
階

か
ら
か
ま
く
ら
館
４
階
へ
移
動
し
ま

し
た

　

ご
来
庁
の
際
は

お
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す

■
問
合
せ　

横
手
地
域
局
産
業
振
興

　

課
商
工
観
光
担
当　

３
２
―
２
１

　

１
１

　

市
立
横
手
病
院
で
は

以
前
か
ら

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
あ

た

乳
が
ん
検
査
の
一
種
で
あ
る
マ
ン
モ

グ
ラ
フ

検
査
等
に
主
に
従
事
す

る
女
性
放
射
線
技
師
を
採
用
し
ま
し

た■
問
合
せ　

市
立
横
手
病
院
総
務
課

　
　

３
２
―
５
０
０
１　

　

県
で
は

自
主
・
自
立
し
た
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み
や
活
動

を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ

ア
・
市

民
活
動
支
援
助
成
金

元
気
な
ふ

る
さ
と
秋
田
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す

詳
し
く
は
県

の
ホ

ム
ペ

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
受
付
期
間　

５
月
15
日（
月
）ま
で

■
問
合
せ　

平
鹿
地
域
振
興
局
地
域

　

企
画
課　

３
２

０
５
９
６

　

県
産
建
具
の
伝
統
的
技
能
と
近
代

的
セ
ン
ス
に
よ
り
創
り
だ
さ
れ
た
製

品
の
展
示
紹
介
を
行
い
ま
す

■
期
間　
５
月
19
日（
金
）
21
日（
日
）

■
場
所　

秋
田
ふ
る
さ
と
村

■
問
合
せ　

秋
田
県
建
具
組
合
連
合

　

会　

５
２
―
３
７
３
４

　

ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ

や
リ
ス
ザ
ル

な
ど

珍
し
い
動
物
の
赤
ち

ん
４

５
０
頭
が
集
合
し
ま
す

動
物
と
の

ふ
れ
あ
い
コ

ナ

な
ど
多
彩
な
催

し
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す

■
期
間　

４
月
29
日（
土
）
５
月
７

　

日（
日
）

■
時
間　

午
前
９
時
30
分

午
後
６
時

■
場
所　

秋
田
ふ
る
さ
と
村
ド

ム

　

劇
場

■
入
場
料　

・
大
人
１

２
０
０
円

　

・
子
ど
も（
３
歳

中
学
生
）８
０

　

０
円

■
問
合
せ　

秋
田
ふ
る
さ
と
村　

　
　

３
３
―
８
８
０
０

　　

特
別
養
護
老
人
ホ

ム「
雄
水
苑
」

で
は

臨
時
看
護
師（
准
）を
募
集
し

て
い
ま
す

■
募
集
人
数　

１
人

■
応
募
資
格　

看
護
師（
准
）免
許
を

　

有
す
る
方

■
雇
用
期
間　

平
成
18
年
６
月
１
日  

　

平
成
19
年
３
月
31
日

■
勤
務
日　

変
則
勤
務（
４
週
８
休
）  

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
午
前
８

　

時
30
分

午
後
５
時

■
報
酬　

日
給
７

８
０
０
円
（
社

　

会
保
険
あ
り
）

■
応
募
方
法　
履
歴
書
に
看
護
師（
准
）

　

免
許
の
写
し
を
添
え
て
市
人
事
課
ま

　

た
は
特
別
養
護
老
人
ホ

ム
雄
水
苑

　

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
応
募
期
間　

５
月
15
日（
月
）ま
で

■
問
合
せ　

市
人
事
課
（
本
庁
南
庁

　

舎
）　

３
５
―
２
１
６
３

●お知らせのページ●

お
し
ら
せ

催　

し

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

横
手
地
域
局
商
工
観
光
担
当

窓
口
が
移
動
し
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ

ア
・
市
民
活
動
や

地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

市
立
横
手
病
院　

女
性
放
射
線

技
師
採
用
の
お
知
ら
せ
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秋
田
ふ
る
さ
と
村

赤
ち

ん
動
物
園
２
０
０
６

秋
田
県
建
具
組
合
連
合
会

第
37
回　

秋
田
県
建
具
展

13:30～　ふれあい基金贈呈式
　　　　 ふれあい基金訪問先報告
14:00～  アトラクション
　　　　 わらび座「みんなで楽しく」
13:00～15:30
         まちの保健室
　　　　 ・看護師、保健師、助産師による健康相談
　　　　 ・健康チェックコーナー
　　　　 ・血圧測定、体脂肪測定、血流測定
　　　　 ・ちびっ子ナース撮影

秋田県民と集う
５月13日（土） 「看護の日」

　

水
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し

水
難

事
故
発
生
時
に

自
信
を
持

て
救

助
に
あ
た
る
こ
と
の
で
き
る
救
助
員

の
養
成
を
目
的
に
行
い
ま
す

　

全
日
程
を
終
了
し
た
方
に
は
「
受

講
証
」
を

ま
た
検
定
合
格
者
に
は

「
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員
認
定

証
」
を
交
付
し
ま
す

■
期
間　
５
月
12
日（
金
）
14
日（
日
）

■
時
間　

午
前
９
時

午
後
５
時

■
場
所　

秋
田
県
立
総
合
プ

ル

■
内
容　

水
の
事
故
防
止
・
溺
者
救 

  
助
法
・
心
肺
そ
生
法
・
着
衣
泳
等

■
講
師　

日
本
赤
十
字
社
水
上
安
全

　

法
指
導
員

■
教
材
費　

２

０
０
０
円

■
参
加
資
格　

・
満
18
歳
以
上
で
ク  

  

ロ

ル
及
び
平
泳
ぎ
で
そ
れ
ぞ
れ  

  

１
０
０
メ

ト
ル
以
上
泳
げ
る
方

　

・
全
日
程
参
加
で
き
る
方

■
定
員　

30
名

■
申
込
期
限　

５
月
11
日（
木
）

■
問
合
せ　

日
本
赤
十
字
社
秋
田
県

　

支
部　

０
１
８
―
８
６
４
―
２
７

　

３
１

　　

起
業
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
こ
と

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

セ
ミ
ナ

で
す

女
性
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す■
期
間　

５
月
20
日（
土
）・
６
月
10

　

日（
土
）の
２
回

■
時
間　

午
後
２
時

４
時

■
場
所　

横
手
市
女
性
セ
ン
タ

 

　
（
本
町
・
横
手
法
務
合
同
庁
舎
向
い
）

■
定
員　

成
人
女
性
20
人

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
み　

５
月
８
日（
月
）午
前
９        

　

時
か
ら

■
問
合
せ　

横
手
市
女
性
セ
ン
タ

　
　

３
３
―
３
９
９
５
  

サ
ン
サ
ン
横
手
で
は

ヨ

ガ
初

級
入
門
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

年
齢

性
別
を
問
わ
ず

誰
で
も

始
め
る
こ
と
の
で
き
る
健
康
法
ヨ

ガ
に
皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か■
期
間　

６
月
７
日

９
月
20
日　

　

毎
週
水
曜
日（
全
15
回
）

■
時
間　

午
前
10
時
30
分

11
時
30
分

■
場
所　

サ
ン
サ
ン
横
手

■
講
師　

高
橋
広
子
先
生

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　

50
名

■
申
込
期
限　

５
月
19
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ　

サ
ン
サ
ン
横
手

　
　

３
３
―
８
０
３
３

　

演
奏
に
合
わ
せ
て
歌

た
り

体

を
動
か
し
た
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対
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■
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金
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横
手
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子
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援
セ

　

ン
タ

「
な
か
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」　

３
５
―

　

７
２
２
７

　「看護の日」とは、看護の心や助け合いの心
を広くわかち合い、子どもから老人までその心
を育んでいきたいとの強い願いから発し制定さ
れたものです。県南では、秋田ふるさと村を会
場にイベントを開催します。ぜひ足をお運びく
ださい。

※家賃は所得額によって異なります。
●山内地域「南相野々住宅」は、随時申込受付しております。
空き室状況につきましては、山内地域局地域維持課（  53-2936)
に直接お問い合わせください　
入居条件　公営住宅法に定める入居資格を有している必要があり
　　　　　ます。事前に市建築住宅課までご確認ください
申込方法　市建築住宅課窓口または各地域局地域維持課にある申
　　　　　込書に必要事項を記載し、必要となる書類を添付し申
　　　　　し込んでください（郵送不可）
申込期間　５月１日（水）～５月12日（金）
入居予定　６月上旬
申込み・問合せ
　市建築住宅課（十文字庁舎内）  42－5121、または各地域局地域
維持課まで（8:30～17:15、土・日・祝日は除きます）  

㈰公営住宅

市営住宅の入居者を募集します

地域名

横　手

増　田

平　鹿

大　森

十文字

大　雄

名　　称

赤谷地住宅

南朝日が丘住宅

　　〃

田町団地

平鹿伊勢堂団地

第二道川団地

五十田団地

　〃

大中島住宅

上掵住宅

　〃

　〃

十五野住宅

大雄東団地

築年度

Ｓ51

Ｓ57

Ｓ57

Ｈ16

Ｓ41

Ｓ49

Ｈ10

Ｈ11

Ｓ56

Ｓ46

Ｓ54

Ｓ57

Ｓ50

Ｓ59

間取り

２ＤＫ

２ＬＤＫ

２ＤＫ

２ＬＤＫ

２ＬＫ

２ＤＫ

３ＬＤＫ

２ＬＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

家賃（円）

12,100～

17,700～

13,900～

25,500～

3,400～

5,400～

24,800～

20,900～

16,900～

7,900～

11,700～

15,300～

9,800～

14,800～

募集戸数

１

１

１

１

１

１

１

２

２

４

１

１

１

１

㈪特定公共賃貸住宅
地域名
大　森

地域名
特定西野住宅

築年度
Ｈ10

間取り
１ＬＤＫ

家賃（円）
30,000～

募集戸数
１

講
習 

講
座

サ
ン
サ
ン
横
手

ヨ

ガ
初
級
入
門
教
室

第
１
回
育
児
講
座

「
音
楽
で
あ
そ
ぼ
！
」

救
助
員
の
養
成
を
し
ま
す

赤
十
字
水
上
安
全
講
習
会

女
性
チ

レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ

受
講
生
募
集

募　

集

特
別
養
護
老
人
ホ

ム
雄
水
苑

臨
時
看
護
師
（
准
）
募
集

■問合せ　（社）秋田県看護協会　018-834-0172

■期日　５月13日（土）
■場所　秋田ふるさと村
■主な内容
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市民主催の催し等をお知らせするコーナーです

ナンの館 月例市民将棋大会
日　時●５月７日（日）午前10時から
場　所●軽食喫茶「ナンの館」（十文字町梨木）
会　費●1,000円（昼食付き）
問合せ●佐藤さん　090-3365-2720

オカリナ　単日レッスン
　初心者対象です。ぜひご参加ください
日　時●５月19日（金）・26日(金)午後６時30分
場　所●サンサン横手　音楽室
問合せ●日高見さん　090-4918-4674

星の観察会
　星や月の観察、春の星座探しをしてみませんか
日　時●５月20日（土）午後７時から
場　所●ふるさと村　第四駐車場
持ち物●望遠鏡をお持ちの方は持参ください
問合せ●佐々木さん　33-1903

市民の皆さんからの「いどばたプラザ」への情報提供をお待ちしています。各種催しの参加者募集などにご活用ください。

自然を愛する皆さんの集い
　野外コンサートやアウトドア料理などに挑戦
日　時●５月21日（日）午前９時45分煉瓦屋集合
場　所●高橋正一りんご園（楢沢）
参加費●大人2,500円、小学生1,500円、幼児無料
問合せ●レストラン煉瓦屋　33-2811

十文字盆栽同好会　春季盆栽展
　松柏やさつきなどの盆栽を展示します
期　間●５月19日（金）～21日（日）
時　間●午前９時30分～午後５時（19日は午後のみ）
場　所●マルシメ瑞雲閣（十文字町）
問合せ●塩田さん　42-1718

真美会　春の洋画展
期　間●５月20日（土）～23日（火）
時　間●午前10時～午後６時
場　所●かまくら館５Ｆ
入場料●無料
問合せ●掛札さん  32-5545

第10回　手作りエトセトラ
　ビーズや雑貨などの手作り好きの仲間が集ま
り、作品を展示販売します
日　時●５月21日（日）午前９時から
場　所●ティーズファームガーデン（十文字町仁井田）
問合せ●樋渡さん  42-5878

とっぴんぱらりのプー　第65回昔語りの会
　ふるさとの昔っこを楽しみませんか
日　時●５月27日（土）午後１時30分
場　所●こうじ庵（鍛冶町）
問合せ●尾形さん  32-0630

第３回　県南ミニテニス交流大会
日　時●６月４日（日）午前９時30分
場　所●増田小学校体育館
参加費●1,000円
申込期限●５月15日（月）
申込み●日野さん  45-4225

 

毎月開催　囲碁入門・初心者教室
　子どもから大人までが対象となります
日　時●５月13日（土）午前10時から
　　　　（毎月第２・４土曜日）
場　所●あさくら館（朝倉町）
会　費●年間2,000円
問合せ●杉田さん　33-5965

囲碁入門教室
　原則として成人で毎回出席可能な方が対象です
■説明会
　日時●５月13日（土）　
　　　　午後２時から
　場所●サンサン横手
■講座　　　　　　
　時間●午前９時から

期間●5月21日（日）・23日（火）
　　　　　 25日（木）・26日（金）
　　　　　 30日（火）
問合せ●小室さん
　　　　　 36-3740

横手ばら会　栽培技術講習会
　ばらの初夏の手入れを行います
日　時●５月11日（木）午前９時30分
場　所●横手南中学校ばら花壇
持ち物●せん定ばさみ、軍手
問合せ●藤本さん　32-6177

Yokote Police Station Information
横手警察署からのお知らせ

　少年の福祉をおびやかす福祉犯
被害は、県内で36人と前年より６
人増えています。
　被害にあった中・高校生は25人
で、被害少年中に占める割合は
69.4％でした。なかでも県育成条
例違反（みだらな性行為、深夜連
れだし）、児童買春・児童ポルノ
法等で大人による性被害が全体の
86％を占めており、大人のモラル
が問われています。

◆不審者に遭遇したら、大声を出し、
　近くの民家に助けを求めすぐに110

　番を。
◆不審者に遭わないために
　・なるべく１人で歩かない
　・なるべく小路、地下道、民家の
　　ないところは歩かない
　・防犯ベルを持ち歩く

◆防犯登録をする
◆学校識別ステッカーを貼る
◆ツーロックをする
◆駐輪場以外には自転車を置かない

　昨年、不審者に声を掛けられたり、下半身を露出さ
れたり等の事件が増加しています。
　子どもには次の点を注意するようにお願いします。

●大人のモラルを！福祉犯被害少年が増加

●地域の子どもは地域で守ろう！

●自転車盗難被害にあわないために

　横手警察署少年係では、少年の健全育
成と非行防止を、市報
「かまくら通信」を通し
て訴えていきます。
　地域の子どもは地域
で守り育てていきまし
ょう。

横手警察署：少年係（　32－2250）

乳幼児夜間ほっとダイヤル
　●受付時間　午後５時～午後11時
　●電話番号　018-884-1761

女性の人権
ホットライン
　0570-070-810

子どもの
人権110番
　0570-070-110

子育てで心配なことはありませんか。乳幼児
の育児や健康などの悩みについて、看護師や
保育士が相談に応じます。ご利用ください。

実施主体：秋田県（相談は秋田赤十字乳児院が行います）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

法務省では、女性に対する暴力やセクシャル・ハラスメ
ント等の女性をめぐる人権問題、いじめや体罰といった
子どもの人権問題の専用電話を開設しています。

※20日（初日）は午
前11時から。23日
は午後４時までと
なっています。お
間違いの無いよう
お越しください。



雪が降ってもへっちゃら雪が降ってもへっちゃら
　４月20日、季節外れの雪に見舞
われた横手市。ぴっかぴかの１年生
は雪にも負けず元気いっぱい。
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スキー場斜面に広がる芝桜

各種スポーツ施設、レクリエーション広場、宿泊設備の充実した大森リゾート村

木のぬくもりあふれるコテージ

横手盆地を一望できる「さくら荘」

大森リゾート村
■さくら荘・コテージ・バーベキュー広場
　グラウンドゴルフ場
申込み・問合せ　さくら荘　　0182（26）2301

■体育館・テニスコート・プール・野球場
　多目的広場・スキー場
申込み・問合せ　大森体育館　　0182（26）4167

■大森健康温泉・温泉スタンド
問合せ　大森健康温泉　　0182（26）4077


